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道路側溝の点検，清掃（泥上げ）の実施について 

 

１ 事由 

 側溝は，排水に役立っていると思います。側溝が詰まっ

ていると，大雨の時は排水機能が働かず，水が道路に溢れ

道路を流れます。そうなった時，通行人，避難しようとす

る人が歩行できず危険にさらされます。 

したがって，防災上の観点から盛岡市が点検の実施をす

べきと考えますが，道路側溝の点検，清掃について懇談し

たい。 

２ 町内会の現状 

(1) 花園町内会は，北上川堤防のすぐそばに位置しており，

盛岡市防災マップによると浸水３～５ｍ，早期立ち退き避

難が必要な区域となっています。 

 町内会内の側溝の状況は，最近は蓋を開けたことがない

と思いますので現状は分かりませんが，堤防側の側溝の大

部分は排水機能を果たしていないと思います。 

(2) 町内会の実情は，年々高齢化が進み，町内会での泥上

げ等は困難であると思慮します。 

 

（花園団地自治会） 

市内の河川流域の災害リスクにつきましては，大雨によ

り河川が氾濫した場合の洪水災害を想定しておりますが，

花園団地付近におきましては，北上川の破堤（堤防が壊れ

ること）又は溢水
いっすい

氾濫（堤防のないところから川の水があ

ふれでること）による洪水時に，氾濫流が発生し家屋の流

出・倒壊のおそれがある区域となっております。 

市におきましては，関係機関から収集した気象情報や河

川の水位情報から危険性を予測し，早期に「避難準備・高

齢者等避難開始」などの避難情報を発令することとしてお

りますが，発令前であっても避難路が冠水などにより通行

できなくなるおそれのあるときは，避難に時間や配慮が必

要な方に限らず，早めの避難行動をお願いします。 

 

道路側溝の点検，清掃につきましては，全ての道路側溝

の点検を行うことは困難であることから，地域の皆様から

の情報提供をいただきながら現地を確認し，著しく排水機

能に支障がある箇所を対象に，清掃を随時対応しますので，

御連絡頂きたいと存じます。 

 

総務部 

危機管理防災課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設部 

道路管理課 
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２ 盛岡市の地区計画にみる乙部の将来について 

 

 はじめに，「地区計画」とは，盛岡市が策定している地区

の特性に応じた良好な都市環境の形成を図るための制度の

一つであると定義されており，市内には 26の地区計画があ

ります。乙部北地区・南地区計画は平成 11 年 10 月に告示

され，直近の変更は平成 31年３月であります（乙部北：告

示番号 94，乙部南：告示番号 95）。 

 現在，乙部地区は，旧街道沿いを除きほぼ市街化調整区

域の網がかかっています。そのため，住宅地の増加も見込

めず，増えるのは老人だけです。高齢者の一人暮らしも増

えており，一般生活に支障のある人も増えています。 

 以前は，生活に必要なものは旧道（乙部町・寺の下）で

ほぼ賄うことができましたが，現在，小売店はほぼ無くな

り，北部にスーパーとコンビニ等があるのみで，日常の買

い物等は矢巾町への依存度を高めている状況であります。 

 市街化区域の中も地区計画により様々な規制がなされて

おり，大きな施設は建設できない状況です。 

 昔のような賑わいまでは求めないにしても，日常生活に

困らないだけの施設はほしいと思います。 

そこで，少しでも地域の活力を上げるためには，市街化

区域のエリアを広げることが必要であると思われます（乙

部バイパスの内側（西側）から旧道までの範囲など）。 

 加えて，生活利便性を高める施策としては，買い物や医

市は，人口減少や少子化，高齢化の進展を踏まえ，既存

市街地の人口密度を維持していくことが重要と考えてお

り，現在，「立地適正化計画」及び「公共交通網計画」の策

定に取り組んでおります。 

乙部地域につきましても，市街地の拡大を図るのではな

く，コンパクトな市街地と公共交通網の形成により，地域

の皆様の住み良いまちづくりを図ってまいりたいと存じま

す。 

なお，日常生活に必要となる商業施設等の立地は，現市

街化区域におきましても十分確保できるものと存じており

ます。 

 

乙部地区から，矢巾町への路線バスにつきましては，現

在，手代森・矢幅駅線が平日の朝に１便のみが運行されて

おりますが，増便につきましては，運行に見合った需要が

必要とバス事業者から伺っております。 

今後，岩手医科大学附属病院の移転開業や病院周辺にお

ける商業施設等の立地状況から，当地区から矢巾町へのバ

スの交通需要が高まることも想定されますので，路線バス

運行の再編について，利用者の需要に対応できるような運

行が可能か，バス事業者と協議してまいりたいと存じます。 

一方，市では，「盛岡市地域公共交通網形成計画」を令和

元年度に策定する予定であり，路線バス運行の再編や乗り

合いタクシー等の交通サービスの導入などについて検討し

都市整備部 

都市計画課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設部 

交通政策課 
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療機関等への依存度の高い矢巾町への交通の便を良くする

ことであります（路線バスの拡充，公共乗り合いタクシー

等）。 

 

 

 

 最後に，乙部北地区・南地区の地区計画は，どのような

ビジョンの基に策定されたものか，盛岡市としてはこの地

区をどのようにしたいと考えているのか，懇談したい。 

ていくこととしております。 

 こうした交通サービスの導入につきましては，持続可能

なものとなるよう，交通事業者と市が連携しながら，ＮＰ

Ｏや地元自治会等が運営できるような移動手段の確保・導

入について，地域の皆様や関係機関と協議してまいります。 

 

乙部地域につきましては，住民の皆様とともに策定した

「都市計画マスタープラン」の地域別構想において，「自然

と生活の豊かさが調和したやすらぎの郷」をまちづくりの

目標に掲げ，まちづくりの基本方針として「自然環境と利

便性が調和したまちづくり」，「周辺地域の核となるまちづ

くり」，「コミュニティを育て安心して暮らせるまちづくり」

を定めております。 

今後におきましても，この方針に基づき，乙部北地区に

つきましては，現在形成されている工業地及び住宅地とし

ての環境の保全を，乙部南地区につきましては，現在形成

されている低層住宅を主とした環境の保全を図ってまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

都市整備部 

都市計画課 

 

 

 


